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１．ＰＬＣからの漏洩電界測定実験の目的

• 本測定実験の主な目的は、高速電力線搬送
通信設備（以下、「ＰＬＣ」と略す）からの漏洩
電界強度が周囲雑音電界強度以下であるか
否かを検証する為に、住宅地域に建設した
木造２階建家屋を対象に行う事である。

• 横須賀市内の周囲雑音測定実験の目的は、
ＰＬＣ公開実験結果（平成１８年５月１２日、横
須賀市ＹＲＰ内住宅）及び平成１８年６月２９
日の答申の９５頁の妥当性を検証する為に、
実施した。



２．ＰＬＣ漏洩電界測定及び
周囲雑音測定の方法

• ＰＬＣからの漏洩電界を、旧ヒューレット・パッカード社製（現アジレント・テク
ノロジー社製）測定器ベクトル・シグナル・アナライザであるモデル８９４４１Ａ
及びＲＦシステムズ社製能動アンテナであるモデルＤＸ－１Ｐｒｏを併用して
測定した。但し測定値は、尖頭値。

HP 89441A 測定点に設置した DX-1Proアンテナ

測定値の種類（尖頭値、準尖頭値、平均値）相互の変換
尖頭値＝準尖頭値＋ ４ ｄＢ
準尖頭値＝尖頭値－ ４ ｄＢ
平均値＝尖頭値－１４ ｄＢ



２－１．測定ブロックダイアグラム

HP 89441A及び測定用アンテナ電源類等

PLC漏洩雑音電界強度測定ブロック図

HP89441A

　 Power Supply Amp. FTB-1-1 ATT

　RG-58A/U RG-58A/U

　　30m

　+6dB UBL/BL 6dB DC～2.65GHｚ

DX-1Pro 20kHz～54MHz　能動アンテナ ベクトル・シグナル・アナライザ

±3dB

RF Systems社製

代表的周波数によるSGプラスANTを使用した連続波による、校正済安立製M-262Eとの

電界強度比較では、2～30MHｚに於いて±1dB以内 総合で±2dB以内



２－２．電界強度測定相関
８９４４１A及びアンリツM-262Eとの測定値相関検証

M-262EとDX-1Proアンテナ

・測定相関検証時は、連続波に
よる測定値比較を実施した。
・測定相関は、±２ｄB以内である。

・アンテナ係数は、－６ｄＢ／ｍで
ある
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２－３．周囲雑音測定（１）
横須賀市内住宅地（１）

• 平成１８年６月２９日情報通信審議会答申９５頁の周囲雑音電
界強度及び２８ｄＢµＶ／ｍ（２～１５ＭＨｚ）、１８ｄＢμＶ／ｍ（１５
～３０ＭＨｚ） （以降、「目標値」と呼ぶ）の妥当性を検証する為、
測定点に於ける周囲雑音電界強度を測定した。

• 測定条件：帯域幅９ｋＨｚ、ガウス曲線トップ、尖頭値検波、

Ｐｅａｋ Ｈｏｌｄ、１０回平均化、準尖頭値換算
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図 周囲雑音 横須賀市内 住宅環境

準尖頭値換算
dBuV/m

目標値 dBuV/m

＊図中の赤点線は
目標値を示す



２－３．周囲雑音測定（１）
横須賀市内住宅地（２）

周囲雑音対目標値 ２～８．５ＭＨｚ

・８ＭＨｚ～８．５ＭＨｚの
比較的振幅のある雑音
は、プラズマＴＶなどの
家電機器、又は、イン
バータを使用した家庭用
空調機器などの雑音とし
て、見做せる。



２－３．周囲雑音測定（１）
横須賀市内住宅地（３）

周囲雑音対目標値 ８．５～１５ＭＨｚ

・プラズマＴＶなどの家電
機器、又は、インバータを
使用した家庭用空調機器
などの雑音としては、見
做されないレベル。



２－３．周囲雑音測定（１）
横須賀市内住宅地（４）

周囲雑音対目標値 １５～２１．５ＭＨｚ

・１５．７ＭＨｚ～１７．５ＭＨｚ
付近の振幅がある雑音は、
インバータを使用した家電
機器などの可能性がある。



２－３．周囲雑音測定（１）
横須賀市内住宅地（５）

周囲雑音対目標値 ２１．５～２８ＭＨｚ

・この周囲雑音カーブか
らは、特に家電用機器な
どからと考えられる可能
性は小さい。



２－３．周囲雑音測定（１）
横須賀市内住宅地（６）

・２８ＭＨｚ～３０ＭＨｚ付近の
振幅のある雑音は、プラズ
マＴＶなどの家電機器又は、
インバータを使用した家庭
用空調機器などと見做せ
る。

・目標値との差は、２０ｄＢ～
３５ｄＢ下回っている。

・ＩＴＵ－Ｒ勧告Ｐ．３７２‐９
の田園環境に相当する。
但し、 住宅地である。

周囲雑音対目標値 ２８～３０ＭＨｚ



２－３．周囲雑音測定（２）
横須賀市内駐車場（１）

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

35

0 5 10 15 20 25 30 35

レ
ベ
ル

周波数 [MHｚ]

図 周囲雑音 横須賀市内 駐車場
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＊図中の赤点線は
目標値を示す



２－３．周囲雑音測定（２）
横須賀市内駐車場（２）

周囲雑音対目標値 ２～８．５ＭＨｚ

・工業用機器、空調機器及
び家電製品などが無い環
境であるので、インバータ
使用機器からの雑音、
プラズマＴＶなどからの雑
音が検出されない。



２－３．周囲雑音測定（２）
横須賀市内駐車場（３）

周囲雑音対目標値 ８．５～１５ＭＨｚ

・この周波数帯の周囲
雑音からは、インバータ
などを使用した機器類
の影響は、見られない。



２－３．周囲雑音測定（２）
横須賀市内駐車場（４）

周囲雑音対目標値 １５～２１．５ＭＨｚ

・この周波数帯の周囲
雑音からは、インバータ
などを使用した機器類
の影響は、見られない。



２－３．周囲雑音測定（２）
横須賀市内駐車場（５）

周囲雑音対目標値 ２１．５～２８ＭＨｚ

・この周波数帯の周囲
雑音からは、インバータ
などを使用した機器類
の影響は、見られない。



２－３．周囲雑音測定（２）
横須賀市内駐車場（６）

・工業用機器及び家電用機
器からの影響が認められな
い。

・目標値から、２７ｄＢ～
４２ｄＢ下回っている。

・ＩＴＵ－Ｒ勧告Ｐ．３７２－８
及び９の静穏田園環境に相
当する。

・電気製品が無いＹＲＰ内の
鉄骨木造住宅で、非住居で
あるのと同等の敷地であ
る。

周囲雑音対目標値 ２８～３０ＭＨｚ



２－３．周囲雑音測定（３） 横須賀ＹＲＰ住宅（１）

図 平成１８年度情報通信審議会答申９５頁より引用



２－３．周囲雑音測定（４） 横須賀市内
考察

• 今回の測定結果により、横須賀市内の住宅環境では、
ＩＴＵ-Ｒ勧告Ｐ．３７２-８及び９の住宅環境雑音レベル以

下であり、且つ、田園環境と同等であり、ＩＴＵ‐Ｒ勧告
が充分適用出来る。

• 目標値の妥当性に付いては、大幅測定値差があり、設
定した目標値に問題がある事を強く示唆している

• 従って、横須賀ＹＲＰ内での測定に関して疑義が在り、
立ち会っての再測定が必要である。



２－４．ＬＣＬ測定
• ＬＣＬの測定は、ＬＣＬプローブ
を用いて、総務省研究会と同
様な方法で行った。

• ＨＰ８９４４１Ａを使用し、連続
標準信号出力を利用する事に
より、ＬＣＬプローブからの出力
を測定し、換算計算した。

• ＬＣＬ値は、２５ｄＢ～４２ｄＢで
あり、ＰＬＣ技術基準の１６ｄＢ
とは、乖離している。

• 赤点線は、技術基準の１６ｄＢ
を示す。
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３．ＰＬＣ漏洩電界強度測定の前提・条件
• 神奈川県横須賀市に於ける測定実験
３－１．測定年月日：

２００８年３月３０日
３－２．測定場所：

神奈川県横須賀市
３－３．測定実施者：

土屋 正道
３－４．天候：

曇天（一時小雨）
３－５．漏洩電界測定対象ＰＬＣ：

株式会社ハロッズ製
型式名：ＨＰ‐７０５０
指定番号：第ＥＴ‐０７０１１号
ＨｏｍｅＰｌｕｇ １．０方式
ＯＦＤＭ変調方式



３－６．測定周波数：

１）４．６３ＭＨｚ近傍（非常通信周波数）

２）６ＭＨｚ近傍

３）７ＭＨｚ近傍

４）８ＭＨｚ近傍

５）１０ＭＨｚ近傍

６）１４ＭＨｚ近傍

７）１８ＭＨｚ近傍

８）２０ＭＨｚ近傍



３－７．測定対象地域：

住宅地域（別図、写真参照）

３－８．測定対象家屋

木造２階建家屋（別図、写真参照）

３－９．測定点：

１点（別図参照）

３－１０．測定内容：

漏洩電界強度の尖頭値。但し測定結果は、準尖頭値

へ換算

３－１１．測定機器：

旧ヒューレット・パッカード社、現アジレント・テクノロジー

社製ベクトル・シグナル・アナライザ モデル８９４４１Ａ

及びＲＦシステムズ社製能動アンテナＤＸ－１Ｐｒｏ

アンリツ製電界強度計と測定相関較正実施済



３－１２．測定器設定条件及び測定誤差（不確かさ）：

１）測定帯域幅：９ｋＨｚ

２）ガウス曲線トップ

３）尖頭値検波

４）Ｐｅａｋ Ｈｏｌｄ、１０回平均化測定

５）測定誤差：±２ｄＢ以内

３－１３．測定方法：

１階玄関にあるＰＬＣとノートパソコンを接続、一方１階居間
のＰＬＣとパソコンを接続し、両パソコン間でファイルを転送又
は非転送する。その通信・非通信間を含め、各ＰＬＣ機器、各
周波数、各測定点に於いて、漏洩電界強度の尖頭値を測定
する。

３－１４．漏洩電界強度測定周波数：

漏洩電界強度測定に際しては、当該測定周波数の測定帯
域内に、無線局、放送局等の信号が存在しない事を確認し
た上でＰＬＣからの漏洩電界強度測定を実施する。



測定点の概略図

8.2m

敷地 　　　　　敷地
境界 木造二階建 7.7m　　境界

6.7m
　　5m

　　　　　測定点
　

道路

図　ＰＬＣ漏洩雑音測定　横須賀市内住宅
測定点概要

• 住宅敷地の関係上、
離隔距離５ｍでの測
定点は１箇所とし
た。



木造二階建住宅

横須賀市内 住宅周辺環境

横須賀市内 駐車場周辺環境

ＰＬＣ漏洩電界強度測定実験の対象家屋及び周辺環境並びに駐車場周辺環境

• 一般的な住宅地であり、
離隔距離１０ｍでは、隣
の住宅家屋内又は、道
路上などとなる。



４．ＰＬＣからの漏洩電界強度
測定実験の結果



４－１．ハロッズ製ＨＰ－７０５０漏洩電界強度の測定実験結果（１）
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４－１．ハロッズ製ＨＰ－７０５０漏洩電界強度の測定実験結果（２）

漏洩雑音対離隔距離目標値相当及び周囲雑音比較
２～８．５ＭＨｚ

..\Panasonic


４－１．ハロッズ製ＨＰ－７０５０漏洩電界強度の測定実験結果（３）

漏洩雑音対離隔距離目標値相当及び周囲雑音比較
８．５～１５ＭＨｚ

..\Panasonic


４－１．ハロッズ製ＨＰ－７０５０漏洩電界強度の測定実験結果（４）

漏洩雑音対離隔距離目標値相当及び周囲雑音比較
１５～２１．５ＭＨｚ

..\Panasonic


６．ＰＬＣからの漏洩電界強度測定
及び関連測定

測定実験結果の評価・考察



６－１．周囲雑音電界強度測定実験結果の評価（１）

• 本実験の敷地での周囲雑音実測値と、目標値との比較

• ２～１５ＭＨｚ： 目標値（２８dBｕＶ／ｍ）より
➣実測値は 最大３５ｄＢ（約１／５６倍）低い

• １５～３０ＭＨｚ：目標値（１８dBｕＶ／ｍ）より
➣実測値は 最大３５ｄＢ（約１／５６倍）低い

➥設定した目標値に問題がある

• ＹＲＰ内非住居の住宅と同等となるＹＲＰ近隣駐車場での
田園環境相当での周囲雑音実測値と目標値との比較

• ２～１５ＭＨｚ： 目標値（２８dBｕＶ／ｍ）より
✔実測値は 最大４２ｄＢ（約１／１２６倍）低い

• １５～３０ＭＨｚ：目標値（１８dBｕＶ／ｍ）より
✔実測値は 最大３５ｄＢ（約１／５６倍）低い



６－１．周囲雑音電界強度測定実験結果の評価（２）

• ＹＲＰ近隣駐車場とＹＲＰ内非住居で、且つ、電気製品無
しの条件は同等の環境条件と見做され、平成１８年度情
報通信審議会答申９５頁より引用との差は、
引用したＹＲＰでの概略値は：
２～１５ＭＨｚ： ２２～４５ｄＢμＶ／ｍ（実効値）
⇒２９～５２ｄＢμＶ／ｍ（準尖頭値換算）
１５～３０ＭＨｚ：５～２２ｄＢμＶ／ｍ（実効値）
⇒１２～２９ｄＢμＶ／ｍ（準尖頭値換算）
であるので、近似する場所での環境雑音の実測値は
２～１５ＭＨｚでは、最大５７ｄＢ（約1／７０８倍）低い
１５～３０ＭＨｚでは、最大３８ｄＢ（約１／７９倍）低い

➥ＹＲＰでの測定値に問題がある事を示唆し、再測定の必
要がある。

• 換算に付いて、周囲雑音はガウス雑音であるので、
準尖頭値＝実効値＋７．２ｄＢ を用いた。



６－２．ＰＬＣ漏洩電界及び周囲雑音の測定
実験結果の考察

６－２－１．ＰＬＣ漏洩電界 対 周囲雑音（１）

• ＰＬＣからの漏洩電界は、住宅地域の木造家屋で

ＬＣＬが２５ｄB～４２ｄＢ（技術基準の約９倍から約２０倍）の
平衡度が良い環境から

離隔距離１０ｍに於いて、周囲雑音と比較し、

➣最大３５ｄＢ（約５６倍）超過

離隔距離３０ｍに於いて、周囲雑音と比較し、

✔最大２５ｄＢ（約１８倍）超過



６－２－１．ＰＬＣ漏洩電界 対 周囲雑音（２）

• 漏洩電界の離隔距離に付いて、住宅環境では
１０ｍとしているが、ＹＲＰ近隣住宅周辺環境写
真、住宅写真及び概略図から判明する様に、
技術基準の１０ｍの離隔距離では、隣家の家屋
内、又は場合により、その隣の家屋内になるの
で、３ｍ及び５ｍの規定が必要である。
従って、日本の一般的な住宅事情に合致した規
定が必要である。



６－２－２．ＰＬＣ漏洩電界 対 目標値

• ＰＬＣからの漏洩電界は、住宅地域の木造家屋でＬＣＬ
が、２５ｄB～４２ｄＢ（技術基準の約９倍から約２０倍）の

平衡度が良い環境から
離隔距離１０ｍに於いて、目標値と比較し、

➣最大２ｄＢ（約１．３倍）超過

離隔距離３０ｍに於いて、目標値と比較し、

✔最大－7ｄＢ（約０．４倍）超過



６－３．パソコン及びＡＤＳＬ漏洩電界
及び周囲雑音電界測定実験評価結果
の考察

• パソコン及びＡＤＳＬからの漏洩雑音電界強度は、
今回の測定実験による周囲雑音電界強度測定に
は、全く影響せず測定点では

周囲雑音電界強度以下である事が、判明した。

• 従って、ＰＬＣからの漏洩電界は、パソコン及び

ＡＤＳＬからの漏洩電界及び周囲雑音から

最大３５ｄＢ（約５６倍）超過する。



７．まとめ



• １）屋内電力線のコンセントのＬＣＬ値が、技術基
準が前提とした１６ｄBより９ｄB（約３倍）以上平
衡度が良い場合であっても、漏洩雑音は、周囲
雑音から最大３５ｄＢ（約５６倍）超過している。

• ２）ＰＬＣからの漏洩電界は、目標値から最大
２ｄＢ（約１．３倍）超過している。
目標値を満足するＰＬＣは、今回の測定実験結
果からも、該当無しである。



• ３） 従って、ＬＣＬと漏洩電界の間には、因果関
係が認められない。
これにより、ＬＣＬ及びコモンモード電流と漏洩
電界の間にも、因果関係が認められない。

• ４） ＰＬＣ許容値設定の基準となる周囲雑音の
目標値に付いて、過去３回の測定データ及び今
回の横須賀市内ＹＲＰ近隣の２箇所での測定デ
ータからも判る様に、明らかに設定した目標値が
過大であって乖離している。従って、周囲雑音の
測定をし、周囲雑音値を修正する必要がある。



• ５） 以上により、ＰＬＣ許容値設定の基準となる
考え方が成り立っていない事になる。従って，そ
の考え方に基づいて行った型式指定を満たした
PLCモデムをコンセントに接続した漏洩電界が，
99%の確率で周囲雑音を越えない，という想定
を満たし得ないのである。




